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高品質材生産林における若齢林の枝打技術の確立

開 発 期 間 平成 8年度 ～ 平成 19年度
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高品質材生産林 (ヒ ノキ・ケヤキ・イチイガシ)における若齢林の枝打方法を解明し,高品質材生産の技術の確立を図る。

実 施 経 過

を確認する。
年度別実施事項

年 度 8年 度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 19年度

実施
事項

試験地設定
枝打
設定時調査
試験地表示

巻込状況調査 巻込状況調査 巻込状況pll査 巻込状況調査 巻込状況調査 枝打試験木の枝打 腐食の有無確認
巻込状況調査
生長量調査 (ヒ ノキ)

データ分析

{夕 談就鵠 警フ♀♀τ鼎 企F夕讐緊→井春/Fllぢ孟隻づ者岳″霧〉ガシ:0 1ha× 1師

:打ち③樹高 3/5枝打ち④力枝残し)

こより枝打を実施

::翼興鱚 断④幹から l cm枝 を残して切断⑤幹から2 cm枝 を残して切断)

2最千貧裏誤繁李禽量馨讐選ぶ聖ャ肇醸栗お馨ζ送滅蓄岳Z藁薪し、腐食の有無

実施経過
(1)平成 8年度に試験地を設定した当時12・ 13年 生の林齢であり、成長El盛

借警馨響選象こ亀魯彙2楽言籠笑圭質量憾3耳暮警選頻繁是場だ暴鳥墾傷ちた。(2)イ テイガシ、ケヤキについて、幹から離して切つたものは、間隔が長い|

(3)45度 の角度で切ったものも、同様な理由で残した枝 ド部の巻き込みが遅れた。
(4)除伐方法ごとの生長量については、イチイガシでは殆ど差は無く、ケヤキではバラツキが見られた。

開 発 成 果 等

施業別実行結果
ヒ
6荘枝・力枝の法が径級・樹高とも枝打ち後の成長は早い。② 3/5の枝打ちが、外と比較して径級、樹高ともに若千小さかつたものの、どれも3m無節柱材は確実

に採材できる。
イ
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ヒノキ胸高直径・樹高の推移 (枝打ち方法ごと)

樹 高                             単位:cm

区  分 3年度 11年度 12年度 13年度 19年度

枯  枝 10.G

力  枝 1

1/2残し

3/5残し

2/3残し 8.0

ヒノキ(胸高)

1■0

16.0

14.0

12.0

10.0

Cm
8.0

6.0

4.0

2.0

00

― 枯 枝

― 力 枝

 ヽ1/2残し
-0 3/5残 し

-2/

8年度 11年度  12年度  13年度  19年度

区  分 8年度 11年度 12年度 13年度 19年度

枯  枝 5.4 6.81 10.22

力  枝 7.9C 10.9ワ

1/2残し 7.03 10.C

3/5残し

2/3残し 6.6e 7.23

ヒノキ(樹高 )

12.0

10.0

8.0

m6.0

4.0

2.0

0.0

一 枯 枝
→トカ 枝
 ヽ1/2残し

-0-3/5残 し

-2/

1¬ 年度  12年度  13年度  19年度



1

林小班 INO. 区分 H9.1.17 →12.2.9 耐13.3.6i H14.3.15 119.4.11

8年 j 1 12年度 13年 1 19年 1

1●|= 5.41 6.83 7.50 8,14 10.22

璃

1/2 5.65 7.03 7.59 8.10 10160

11‐ 3/5 5.91 6.90 7.52 8.31 10.73

2/3 5.22 6.21 6.68 7.23 9.53

5.66 7.28 7.99

ヒノキ(樹高 )

12.00

10.00

8.00

m 6.00

4.00

2.00

0.00

‖年度  12年度  13年度  19年度



ヒ ノ キ の 枝 張 り 状 況 の 推 移

Jヒ

1501

―
上

南

ヒノキ(1/2枝打 )

ラル
引 東

ヒノキ(3/5枝打 )

北
150T

ヒノキ(2/3枝打 )

北
150  T

区  分 8年 Fx 131 度 19` 度

東 南 西 南 西 南 西

枯 81 73 8 108 1

力 74 66 108 108 102

1/2 65 6C 66 105 103 10C 1

3/5 し 84

2/3 し 49 48 4(

ヒノキ (枯枝打 )

Jヒ

200  
丁 □

朝
100

西卜 :



胸高直径・樹高の推移 (ケヤキ)
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腰高力1区
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一
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(
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区  分 8年度 12年度 19年度

全 刈 区 6.4 104 13.7

平 刈 区 6.7 8.5 10.2

墨高刈区 6.8 9.7 13.4

高 刈 区 4.6 6.2 7.8

無除伐区 6.4 8.5 11.2

19年度

樹高 (平均)
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胸高直径・樹高の推移 (イチイガシ)

胸高直径 (平均)

樹高 (平均)



胸 高 直 径 の 推 移 (ケ ヤ キー)
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ケヤキ(密着)
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8年度1     13年度|    119年摩

樹 高 の 推 移 (ケ ヤ キ )
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ケヤキ枝張り状況の推移 (除伐方法ごと)
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